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めて注目する必要がある。小児期メタボリックシンドロームの基準として、腹囲 80 cm 以上
で、血清脂質（中性脂肪 120 mg/dl 以上かつ/または HDL コレステロール 40 mg/dl 未満）、
血圧（収縮期血圧 125 mmHg 以上かつ/または拡張期血圧 70 mmHg 以上）、空腹時血糖（100 






2002 年 4 月から 2006 年 10 月までの期間で、6-20 歳までの腹部 CT 撮影を行った症例につ
いて、本人と家族からインフォームドコンセントを得ることができた非肥満の男女 130 名





（6-10 歳：Group A、11-15 歳：Group B、16-20 歳：Group C）、年齢的推移および性差につ
いて比較検討を行った。 
［結果］ 
 男子の腹囲±SD は、Group A vs B vs C : 55.4 ± 5.1 cm vs 67.7 ± 7.5 cm vs 75.9 ± 5.6 cm、女子
では Groups A vs B vs C : 55.4 ± 6.9 cm vs 72.5 ± 4.9 cm vs 73.7 ± 4.3 cm であった。腹囲は男子
では年齢とともに増加していたが、女子では思春期頃より皮下脂肪の増加に伴って著増し、
その後ゆるやかな増加傾向を示した。内臓脂肪面積は男子で、Group A vs B vs C : 12.1 ± 3.7 
cm
2
 vs 21.0 ± 9.3 cm
2
 vs 25.8 ± 8.4 cm




 vs 18.7 ± 7.1 cm
2 であり、男子が女子に比べて、思春期後期から内臓脂肪の増加がみら
れた。一方皮下脂肪面積は男子で、Group A vs B vs C : 31.6 ± 20.6 cm2 vs 45.5± 25.7 cm2 vs 54.5 
± 36.0 cm
2

























した（2002 年 4 月から 2006 年 10 月まで）6-20 歳の症例の中で、本人と家族からイン
フォームドコンセントを得ることができた非肥満（肥満度 20% 未満）の男女 130 名（男
性 69 名、女性 61 名）を対象とした。腹部 CT 画像（臍部でのスライス）と画像解析ソフ
ト Fat Scan（N2 システム）を用いて、腹囲および皮下脂肪・内臓脂肪面積を計測した。対
象を小児期群（6-10 歳）、思春期群（11-15 歳）、思春期後期群（16-20 歳）に区分し比較検
討し、以下の結果を得た。腹囲（男子：55.4 ± 15.1、67.7 ± 7.5、75.9 ± 5.6 cm、女子：55.4 ± 
6.9、72.5 ± 4.9、73.7 ± 4.3 cm）。内臓脂肪面積（男子：12.1 ± 3.7、21.0 ± 9.3、25.8 ± 8.4 cm2、
女子：15.2 ± 5.5、19.1 ± 7.4、18.7 ± 7.1 cm2）。皮下脂肪面積（男子：31.6 ± 20.6、45.5± 25.7、
54.5 ± 36.0 cm
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